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研究成果の概要（和文）：　幼若ホルモン（JH）は，昆虫の幼虫から蛹への変態（蛹化）を抑制するホルモンと
して知られているが，その詳しい抑制分子メカニズムは明らかにされていなかった．本研究では，蛹への変態を
誘導する遺伝子（蛹化決定遺伝子）に注目し，培養細胞を用いてJHによる蛹化抑制メカニズムを解析した．その
結果， JH誘導性タンパク質（Kruppele homolog 1）が蛹化決定遺伝子の転写を直接抑制することで，昆虫の蛹
化を抑制していることを初めて明らかにすることができた.

研究成果の概要（英文）： Juvenile hormone (JH) is known to repress pupal metamorphosis in insects. 
However, the molecular mechanism underlying the JH-mediated repression of pupation has remained 
unclear. In this study, I focused on a pupal specifier gene and analyzed the molecular mechanism. As
 a result, JH-inducible protein (Kruppel homolog 1) directly represses transcription of pupal 
specifier gene and thereby represses insect pupation.

研究分野： 昆虫生理学・生化学・分子生物学
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ns-element　Bombyx mori
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１．研究開始当初の背景 
幼若ホルモン（juvenile hormone, JH）は，

幼虫が蛹に変態するのを抑える働き（変態抑
制作用）を有するホルモンである．エクダイ
ソン誘導性蛹化決定因子（Broad complex，
BR-C）は，JH によって抑制されることが報告
されているが，その詳しい分子メカニズムは
全く明らかにされていなかった． 
 

２．研究の目的 
本研究では，蛹化決定因子 BR-C の JH によ

る抑制メカニズムを解析することで，JHが有
する変態抑制作用を分子レベルで明らかに
する． 
 

３．研究の方法 
カイコ培養細胞を用いたレポーターアッ

セイ，RNAi，強制発現により，JH による BR-C
の抑制に関わるシス因子及びトランス因子
を特定する．また，ゲルシフトアッセイによ
りトランス因子のシス因子への結合を生化
学的に証明する． 
 
４．研究成果 
カイコ個体と同様に，カイコ培養細胞にお

いても，BR-Cはエクダイソンによって誘導さ
れ，JH によりその誘導が抑制された．この誘
導と抑制は，mRNA 及びレポーターレベルで観
察された．抑制に関わるトランス因子をレポ
ーターアッセイと RNAi 及び強制発現を組み
合わせた実験手法により探索したところ，JH
早期誘導性因子（Kruppel homolog 1，Kr-h1）
が見出された．レポーターアッセイにより
Kr-h1 の結合配列（Kr-h1 binding site，KBS）
を絞り込んだところ，BR-Cの転写開始点から
約4.5Kbpに存在することが明らかになった．
また，ゲルシフトアッセイにより，Kr-h1 の
KBS への結合を生化学的に証明することがで
きた． 
以上の結果から，①幼虫期の JH が Kr-h1

を誘導し，②誘導された Kr-h1 が蛹化決定遺
伝子 BR-Cの上流に結合し，③結合した Kr-h1
が BR-C の転写を抑制することで、JH による
蛹化抑制が引き起こされることが明らかに
なった． 
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